ハンドマイク街頭演説原稿例　衆院予算委員会（軍事費）
二〇二五年十一月十三日　日本共産党埼玉県委員会・作成

　ご近所のみなさん、日本共産党です。この場所をお借りして、日本共産党の政策を訴えさせていただきます。しばらくの間ご協力をお願いいたします。
　高市早苗内閣が発足し、マスコミの世論調査では、どこも高い支持率を示しています。みなさんの中にも、高市内閣に期待されている方がいらっしゃると思います。開会中の臨時国会では、高市総理と各党との本格的な論戦がスタートしました。十一月十一日の衆議院予算委員会で、日本共産党の田村智子委員長が質問に立ちましたが、この中で、いろいろと見逃せない問題が出てきました。
　高市総理は七日の衆議院予算委員会で、台湾有事が「戦艦によって（中国による）武力行使も伴うものであれば、存立危機事態になり得るケースだ」などと答弁していました。「存立危機事態」とは、日本が攻撃されていないのに、集団的自衛権を使い、自衛隊が海外で武力行使をする事態のことです。高市総理という一国の総理大臣が国会の場で、台湾という具体的な地域を挙げて、有事の具体例を想定して発言することは、軍事的な緊張をあおることになる重大な発言となります。田村委員長がこの答弁を撤回するよう求めたのに対し、高市総理は撤回の「必要はない」と開き直ってしまいました。
　日本と中国とは、二〇〇八年の日中首脳会談で、「互いに脅威とならない」ことを合意しています。いま必要なことは、この合意に基づいて、日中両国が緊張と対立を悪化させるような行動をとらないことだと、日本共産党は考えます。台湾の問題も、中国は台湾を武力で攻撃したりおどしたりしてはならないし、日本とアメリカは軍事的な関与や軍事介入をすべきではありません。武力によらない平和的な解決こそ必要ではないでしょうか。
　ところでみなさん、高市総理は防衛関係予算のＧＤＰ比二％、十一兆円への引き上げを、予定を前倒しして今年度中に行うと表明しました。アメリカのトランプ政権が、日本の防衛予算をＧＤＰ比三・五％、二十一兆円に増やすよう求めているのに応えるためです。
　二十一兆円と聞いても、イメージがわかない方が多いと思います。日本の国の予算にあてはめると、医療・介護・生活保護の国の予算十八兆円を上回るもので、猛烈な増税か防衛関係以外の予算をバッサリ切り捨てるかしなければ実現できないものです。そんなことをしたら、私たちの暮らしも日本の財政も破壊されてしまいます。田村委員長はこのような防衛予算拡大はあり得ないと表明すべきだと高市総理に求めましたが、高市総理はそうした認識を示しませんでした。国民の暮らしをボロボロにしてでも、アメリカに付き従わなければいけないのでしょうか。日本共産党は、アメリカ言いなりの政治をやめ、国民の命と暮らしを守る新しい政治を実現するため、引き続き全力でがんばります。
　日本共産党の発行する「しんぶん赤旗」は、自民党の裏金問題を最初に取り上げました。十月からは、週一回発行の「日曜版」の電子版が新始まりました。この機会に「しんぶん赤旗」をぜひお読みいただきますようお願いいたしまして、この場所をお借りしての日本共産党の政策の訴えを終わります。ご協力ありがとうございました。（了）
